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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第２四半期連結
累計期間

第16期
第２四半期連結

累計期間
第15期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2020年４月１日
至2020年９月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 1,358,779 1,410,410 2,734,051

経常利益 （千円） 222,679 196,309 450,969

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 158,466 134,795 312,818

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 158,466 134,795 312,818

純資産額 （千円） 1,991,520 2,180,123 2,133,897

総資産額 （千円） 5,931,125 5,791,482 5,928,743

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 65.32 57.33 128.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 62.92 55.47 124.24

自己資本比率 （％） 33.6 37.6 36.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 193,547 228,656 537,979

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △30,397 △39,409 △93,455

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △261,093 △306,617 △445,593

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,052,404 1,031,907 1,149,278

 

回次
第15期

第２四半期連結
会計期間

第16期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自2019年７月１日
至2019年９月30日

自2020年７月１日
至2020年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 31.98 28.33

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響で急速に悪化した後、持

ち直しつつあります。鉱工業生産は、国内外の需要の落ち込みや世界各国の工場停止に伴うサプライチェーン障害

により大幅に減少した後、経済活動の再開を受けて持ち直しております。企業収益が製造業、非製造業ともに大き

く悪化したことを受け、設備投資は弱い動きとなっております。個人消費は、新型コロナウイルスの感染拡大を受

けた外出自粛の影響などから急速に落ち込んだ後、緊急事態宣言の解除に伴い徐々に持ち直しております。

　このような環境のなか、当社グループは、従業員とその家族、来院する飼い主の安全確保、感染拡大防止に最優

先に取り組んでまいりました。

　動物病院は「社会生活を維持する上で必要な施設」として、事業の継続を要請されてきたことや、動物の二次診

療サービスは急なニーズに応えるものが多いことから、新型コロナウイルス拡大による業績への影響は、比較的軽

微でありました。

　一方、症例実績を発表する場である学会や各種セミナーが開催不可能な状況となるなど、マイナスの影響もあり

ましたが、当社グループは日頃の診療活動を通じた一次診療施設とのコミュニケーション強化を継続することに

よって、動物医療業界における信頼の獲得、認知度の向上と、それに伴う紹介症例数の増加に努めてまいりまし

た。その結果、初診数（新規に受け入れた症例数）は3,455件（前年同期比7.2％増）、総診療数（初診数と再診数

の合計）は13,314件（前年同期比8.1％増）、手術数は1,077件（前年同期比15.1％増）となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は1,410,410千円（前年同期比3.8％増）と増収とな

りましたが、利益面では、主に従業員の増加及び待遇改善に伴う人件費増加の影響から、営業利益は196,518千円

（前年同期比10.0％減）、経常利益は196,309千円（前年同期比11.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は134,795千円（前年同期比14.9%減）と減益となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,361,759千円となり、前連結会計年度末に比べ102,748千円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が117,370千円減少したことによるものであります。固定資産は

4,429,722千円となり、前連結会計年度末に比べ34,513千円減少いたしました。これは主に減価償却によるもので

あります。

　この結果、総資産は5,791,482千円となり、前連結会計年度末に比べ137,261千円減少いたしました。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は826,216千円となり、前連結会計年度末に比べ14,639千円減少

いたしました。これは主に１年内返済予定の長期借入金の増加9,532千円及び主に未払法人税等の支払による減少

29,394千円によるものであります。また、固定負債は2,785,142千円となり、前連結会計年度末に比べ168,847千円

減少いたしました。これは主に長期借入金の返済によるものであります。

　この結果、負債合計は、3,611,358千円となり、前連結会計年度末に比べ183,487千円減少いたしました。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は2,180,123千円となり、前連結会計年度末に比べ46,225千円

増加いたしました。これは主に自己株式取得による増加及び取得自己株式の処分による減少の合計94,466千円並び

に親会社株主に帰属する四半期純利益134,795千円によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、営業活動による資

金の増加228,656千円、投資活動による資金の減少39,409千円、財務活動による資金の減少306,617千円の結果、前

連結会計年度末に比べ117,370千円減少し、1,031,907千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの

要因は以下の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は、228,656千円（前年同期比18.1％増）となりました。これは主に、税金等調整

前四半期純利益196,309千円、減価償却費118,466千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は、39,409千円（前年同期比29.6％増）となりました。これは主に、有形固定資産

の取得による支出35,919千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は、306,617千円（前年同期比17.4％増）となりました。これは主に、長期借入金

の返済による支出262,741千円及び自己株式の取得による支出147,770千円等によるものであります。

 
 

(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5) 経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
 

(6) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

　なお、当社グループでは、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針については

特に定めておりません。しかしながら、当社株式の大量買付行為等が当社グループの企業価値及び株主の利益を毀

損するおそれがある場合は、当社のみならず当社の株主や取引先、従業員等、当社の利害関係者において重要な事

項であることから、株主の皆様から経営を委ねられた者の責務として、企業価値及び株主共同の利益を確保し、向

上させるという観点から最も適切と考えられる措置をとるよう対応いたします。

 

(7) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額はありません。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2020年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,436,200 2,436,200
東京証券取引所

（マザーズ）
単元株式数100株

計 2,436,200 2,436,200 － －

（注）１．発行済株式のうち60,000株は現物出資（金銭報酬債権128,430千円）によるものであります。

２．「提出日現在発行数」欄には、2020年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
 

年月日
発行済株式総
数増減数（株)

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　2020年７月１日

～2020年９月30日

（注）

500
普通株式

2,436,200
125 385,500 125 285,500

 
（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

風越建設株式会社 神奈川県横浜市中区相生町３丁目56－１ 120,000 5.07

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 101,800 4.30

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 85,548 3.61

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店　カストディ業務部）

ONE LINCOLN

STREET,BOSTON,MA,U.S.A,02111

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

69,700 2.94

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６－21 66,800 2.82

平尾　秀博 東京都世田谷区 62,100 2.62

岡崎　博 愛知県名古屋市中区 55,800 2.36

大津　光義 東京都文京区 50,000 2.11

CREDIT SUISSE AG, SINGAPORE

BRANCH － FIRM EQUIY （POETS）

（常任代理人　クレディ・スイス証

券株式会社）

1 RAFFLES LINK, #03/#04-01 SOUTH

LOBBY, SINGAPORE 039393

（東京都港区六本木１丁目６－１）

43,600 1.84

正岡　敦喜 神奈川県横浜市戸塚区 43,300 1.83

計 － 698,648 29.49

（注）発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する割合は小数点第３位を四捨五入しています。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

   2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 67,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,366,000 23,660 －

単元未満株式 普通株式 3,200 － －

発行済株式総数  2,436,200 － －

総株主の議決権  － 23,660 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式48株が含まれています。

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社日本動物高度

医療センター

神奈川県川崎市高津区

久地２丁目５－８
67,000 － 67,000 2.75

計 － 67,000 － 67,000 2.75

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,249,278 1,131,907

売掛金 144,052 138,974

商品 47,685 52,016

貯蔵品 5,605 5,618

その他 29,087 43,574

貸倒引当金 △11,201 △10,331

流動資産合計 1,464,508 1,361,759

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,566,296 1,536,214

土地 2,228,267 2,228,267

その他（純額） 488,233 452,707

有形固定資産合計 4,282,798 4,217,190

無形固定資産 20,936 17,466

投資その他の資産 160,500 195,064

固定資産合計 4,464,235 4,429,722

資産合計 5,928,743 5,791,482

負債の部   

流動負債   

買掛金 49,994 41,811

1年内返済予定の長期借入金 511,499 521,031

未払法人税等 101,073 71,679

賞与引当金 55,310 66,553

その他 122,979 125,140

流動負債合計 840,856 826,216

固定負債   

長期借入金 2,892,678 2,720,405

退職給付に係る負債 20,450 20,550

資産除去債務 40,860 41,070

その他 － 3,116

固定負債合計 2,953,989 2,785,142

負債合計 3,794,846 3,611,358

純資産の部   

株主資本   

資本金 384,875 385,500

資本剰余金 340,193 345,464

利益剰余金 1,422,661 1,557,457

自己株式 △13,833 △108,300

株主資本合計 2,133,897 2,180,123

純資産合計 2,133,897 2,180,123

負債純資産合計 5,928,743 5,791,482
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 1,358,779 1,410,410

売上原価 858,656 918,893

売上総利益 500,123 491,516

販売費及び一般管理費 ※ 281,798 ※ 294,998

営業利益 218,324 196,518

営業外収益   

受取家賃 12,312 12,018

その他 2,389 2,514

営業外収益合計 14,702 14,533

営業外費用   

支払利息 7,845 7,014

資金調達費用 2,251 1,923

固定資産除却損 214 5,109

その他 36 694

営業外費用合計 10,346 14,742

経常利益 222,679 196,309

特別利益   

固定資産売却益 332 －

特別利益合計 332 －

税金等調整前四半期純利益 223,012 196,309

法人税等 64,546 61,513

四半期純利益 158,466 134,795

親会社株主に帰属する四半期純利益 158,466 134,795
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 158,466 134,795

四半期包括利益 158,466 134,795

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 158,466 134,795
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 223,012 196,309

減価償却費 108,387 118,466

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 △869

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,066 11,243

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,600 100

受取利息 △5 －

支払利息 7,845 7,014

資金調達費用 2,012 1,873

固定資産売却益 △332 －

売上債権の増減額（△は増加） 6,722 4,869

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,028 △4,343

仕入債務の増減額（△は減少） 4,309 △7,973

未払消費税等の増減額（△は減少） △77,163 △12,320

その他 △12,835 11,412

小計 260,461 325,781

利息の受取額 5 1

利息の支払額 △7,799 △6,569

法人税等の支払額 △59,119 △90,557

営業活動によるキャッシュ・フロー 193,547 228,656

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △12,407 △35,919

有形固定資産の売却による収入 332 －

無形固定資産の取得による支出 △15,454 －

保険積立金の積立による支出 △2,868 △3,490

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,397 △39,409

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △264,789 △262,741

株式の発行による収入 4,250 5,250

リース債務の返済による支出 － △255

自己株式の取得による支出 － △147,770

その他 △554 △1,100

財務活動によるキャッシュ・フロー △261,093 △306,617

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △97,943 △117,370

現金及び現金同等物の期首残高 1,150,347 1,149,278

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,052,404 ※ 1,031,907
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【注記事項】

（表示方法の変更）

（四半期連結損益計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「固定資産除却損」は、金

額的重要性が増したため、当第２四半期連結累計期間より独立掲記することとしています。この表示方法の変

更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っています。

　この結果、前第２四半期連結累計期間において、「営業外費用」の「その他」に表示していた250千円は、

「固定資産除却損」214千円、「その他」36千円として組み替えています。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　当第２四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りの仮定につき

ましては、前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した内容から重要な変更はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

給料手当 64,233千円 68,628千円

貸倒引当金繰入額 237 △93

賞与引当金繰入額 7,218 7,681

退職給付費用 300 100

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

通りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

現金及び預金勘定 1,152,404千円 1,131,907千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △100,000 △100,000

現金及び現金同等物 1,052,404 1,031,907

 

（株主資本等関係）

　当社は、当第２四半期連結累計期間において、2020年３月19日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取

得を行い、自己株式は147,700千円(91,400株)増加いたしました。また、新株予約権行使により処分した自己

株式8,000株及び、2020年８月６日開催の取締役会決議に基づく譲渡制限付株式報酬として処分した自己株式

25,000株により、自己株式は53,303千円(33,000株)減少いたしました。この結果、当第２四半期連結会計期間

末において自己株式は108,300千円(67,048株)となりました。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、動物医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下の通りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 65.32円 57.33円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 158,466 134,795

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
158,466 134,795

普通株式の期中平均株式数（株） 2,425,985 2,350,858

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 62.92円 55.47円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千

円）
－ －

普通株式増加数（株） 92,159 79,123

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

 

－

 

－

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

２０２０年１１月１２日

株式会社日本動物高度医療センター

取締役会　御中

 

 

 EY新日本有限責任監査法人  
 

 東 京 事 務 所  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 田　中　　友　康

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 原　　　　貴　博

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社日本動物高度医療センターの２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日までの連結会

計年度の第２四半期連結会計期間（２０２０年７月１日から２０２０年９月３０日まで）及び第２四半

期連結累計期間（２０２０年４月１日から２０２０年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社日本動物高度医療セン

ター及び連結子会社の２０２０年９月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連

結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半

期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結

財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表におい

て、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に

表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関

する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記

事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連

結財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連す

る注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎と

なる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠

を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して

責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー

上の重要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し

たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽

減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。
以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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